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水
田
鋳
造
所
は
南
部
鉄

器
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

る
岩
手
県
奥
州
市
水
沢
区

に
あ
る
。
創
業
は
1
8
5

2
年

（由
霜
永
5
年）

。
日

本
有
数
の
鋳
物
の
町
で
も

最
古
参
の
1
社
だ
。

周
辺
の
寺
院
の
釣
り
鐘

の
鋳
造
を
一
手
に
担
っ
た

り
、
鉄
瓶
や
鍋
な
ど
の
日

用
品
を
生
産
し
た
り
し
て

き
た
。
鋳
物
不
況
を
何
度

も
く
ぐ
り
抜
け
る
う
ち

に
、
今
は
日
用
品
の
生
産

は
わ
ず
か
と
な
り
、
工
作
受
け
に
く
く
し
た
。

機
械
や
印
刷
機
械
、
食
品

1
月
、溶
解
炉
（
キ
ユ
ポ

機
械
な
ど
の
機
械
部
品
が
ラ
）

2
台
の
う
ち
1
台
を

9
割
を
占
め
る
。
取
引
先
北
芝
電
機

（福
島
市
）
の

を
広
げ
、
不
況
の
影
響
を
電
気
炉
に
変
え
た
。
会
社

水
田
鋳
造
所

～工し今卜0ヒート技術最前線～ 2

【事
業
所
概
要
】
マ
所
在
地
日
岩
手
県
奥
州
市

…
水
沢
区
羽
田
町
字
下
屋
敷
初
、
0
1
9
7
・
2
4
…

・
2
6
1
1マ
主
要
生
産
品
目
H
機
械
鋳
物
、
工
“

－芸
品
・
日
用
品
マ
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

（日

の
将
来
を
託
玄
右
手
を
思
日
の
襲
来
が
終
わ
る
と
、
れ
ま
み
れ
に
な
る
。
熟
練
…
年
度
）

日
1
4
7
9J
M
（
原
油
換
ぎ

マ
年…

つ
て
の
決
断
だ
っ
た
。
炉
内
を
補
強
す
る
築
炉
作
者
は
高
齢
化
し
、
世
代
交
間
C
0
2排
出
昆
（
同）

H
4
8
3
・
2
J

を
溶
か
す
キ
ユ
ポ
ラ
は

一
し
っ
か
り
と
手
当
て
し
な
博
社
長
は

「若
い
人
は
や
時
聞
か
か
る
。

「電
気
炉
た
電
力
量
を
超
過
し
な
い

い
と
次
の
生
り
た
が
ら
な
い
。
し
か
も
は
成
分
調
整
が
し
や
す
よ
う
に
自
動
制
御
す
る
機

産
に
影
饗
が
築
炉
を
任
せ
ら
れ
る
人
材
く
、
取
引
先
が
要
求
す
る
能
が
あ
り、

電
気
の
使
い

出
る
。
と
は
が
育
つ
ま
で
初
年
か
か
材
質
の
製
品
を
確
実
に
生
週
き
も
防
げ
る
。

い
え
、
高
熱
る
」と
い
う
。

産
で
き
る
。
高
強
度
の
球
電
気
炉
は
高
額
な
た

に
さ
ら
さ
れ
電
流
を
流
し
て
金
属
を
状
黒
鉛
鋳
鉄
も
作
れ
る
の
め
、
投
資
を
た
め
ら
っ
て

た
炉
は
熱
溶
か
す
電
気
炉
な
ら
、
築
で
営
業
の
幅
が
広
が
る
」
い
た
。
し
か
し
「
私
が
叩

く
、
夏
の
作
炉
は
2
1
3カ
月
に
一
度

（水
田
和
博
社
長
）
と
期
歳
に
な
る
ま
で
の
最
後
の

業
は
過
酷
な
の
で
格
段
に
負
担
が
減
待
が
膨
ら
む
。
チ
ャ
ン
ス
」
と
踏
み
切
っ

だ
。
体
も
汚
る
た
め
、
若
手
に
託
せ
電
気
炉
は
煙
が
出
な
い
た
。
引
退
ま
で
に
投
資
を

企

・
る
。
品
質
の
安
定
化
も
電
の
で
、
近
隣
に
も
配
慮
し
回
収
し
、
後
饗
官
に
は
課

後
進
を
思
つ

気
炉
の
強
み
だ
。
キ
ユ
ポ
て
操
業
で
き
る
。
産
業
廃
題
を
残
さ
せ
ず
に
会
社
を

て
導
入
し
た
ラ
は
鋳
造
中
に
材
質
に
ば
棄
物
も
激
減
し
、
処
理
費
譲
り
た
い
と
い
う
。

電
気
炉
ら
つ
き
が
出
る
と
修
正
に
も
圧
縮
で
き
た
。
設
定
し
（
編
集
委
員
・
松
木
喬
）

容
易
に
電
力
量
・
成
分
調
整

電気炉で若手に託す


